
令和６年９月議会報告 

          いつまでも       

健康で暮らせる街 

鴻巣 

鴻巣市議会議員     

藤村たかし 
会派：新未来こうのす  鴻巣市議会 9月定例会が 8月 29日から 27日間の日程で、 

所属：議会運営委員、市民環境常任委員  令和 6年度一般会計補正予算（第 4号）469,209千円及び 

                     令和 5年度一般会計歳入歳出決算認定が賛成多数で可決 

しました。 

財産の取得 
1. 財産の種類：小型ディーゼルバス 

（コミュニティバス「フラワー号」で使用している車両の老朽化に伴う更新のため） 

2. 数    量：１ 台 

3. 取 得 金 額 ： 24,344,560 円 

4. 取得の相手方：南関東日野自動車（株）熊谷支店 

        行政報告 

１ ．犯罪の発生状況（令和 6年 1月～7月末） 

・自動車盗 8件・オートバイ盗 9件・自転車盗 91件 

・部品ねらい 9件・車上ねらい 10件・自動販売機ねらい 6件 

２ ．交通事故の発生（令和 6年 1月～7月末） 

・人身事故 146件（前年同月比 21件増加） 

一般会計補正予算 

私道舗装等整備事業補助金：１ ，５ ０ ０ 千円 

私道の舗装やその他の整備を行う方に対して、事業費

の 5分の 2以内で、1,500千円を限度とする補助金で

す。 

新型コロナウイルス予防接種健康被害給付金 

５ ５ ２ 千円 接種によって健康被害が起こり、医療機

関で治療が必要になったり、障害が残ったりした場合に

受けられる給付金です。 

交通安全施設整備事業（通学路安全対策工事）  

2,812千円 小谷小学校に通学していた児童が、箕

田小学校への通学区域の変更に伴う通学路の整備 

地域人材活用事業（地域スポーツクラブ活動運営委託

料）：５ ０ ０ 千円 市内中学校のバスケットボール部

の休日の活動について地域のスポーツクラブに運営を

委託するための委託料 

 

令和 6年 9月定例会 会期日程 

8 ／29   代表者会議、全員協議会 

9 ／3    行政委員に対する質問、議案 

に対する質疑、討論、採決 

  議案、請願に対する質疑 

        委員会付託 

9 ／5･6   文教常任委員会      

まちづくり常任委員会       

9 ／9･10  政策総務常任委員会 

      市民環境常任委員会 

9 ／12･13･18･19 一般質問 

9 ／24    委員長報告、質疑、討論、採決 



 視察・研修  

○議会運営委員会視察研修 

令和 6年 7月 22日 新潟県柏崎市：通年議会・予算決算常任委員会について 

令和 6年 7月 23日  長野県長野市：長野市議会 BCP・議会におけるハラスメント防止要綱の制定について 

○埼玉県市議会第 5区議長会研修会 

令和 6年 8月 8日 新座市：自治体議員のコンプライアンス～議員活動におけるＳ Ｎ Ｓ 活用の留意点～ 

 

一 般 質 問 

質問項目１ 市長政策行政 

（ １ ）鴻巣市まち・ひと・しごと創生総合戦略     

ア 子ども・子育て支援と教育環境の具体的な取組と成果について          

イ 秩序だった魅力あふれる街並みの進捗状況について                 

ウ 健康こうのすの実現と老朽化している公共施設について 

エ 農業の生産規模の維持と市の認知度向上について 

答弁：第 2期鴻巣市まち・ひと・しごと創生総合戦略は、人口ビジョンを作成し、これを踏まえた人口減少と地域経

済縮小の克服を図るための 5カ年の基本方針や基本目標、具体的な取組方向性をまとめたものです。本戦略の目指

す持続可能な社会を支える大きな要因となる人口をこれまでの実績値で比較すると、改定時の予測を上回って推移

しており、中でも社会増減は、平成 27年度から 9年連続で転入超過となるなど、総合的に本戦略に基づく取組の成

果が現れていると捉えております。計画の最終年度となる本年度においては、これまでの取組成果を指標と照らし合

わせながら検証・分析し、次期総合戦略策定の基礎資料として活用してまいります。 

質問項目２ 総務行政 

（ １ ）未婚率上昇への対応について  （ ２ ）男女共同参画社会について 

ア 婚活支援の取組について      ア 地域学校協働本部の取組について 

イ 結婚新生活支援補助金について   イ 男女共同参画に配慮した各講座の企画開設について 

                        ウ セクハラ、パワハラに関する相談体制について 

 エ 小中学校における好ましい人間関係づくりについて 

答弁：本市では、独身男女に出会いの機会を提供する結婚支援センター「恋たま」に会員登録しており、鴻巣市の

登録者数は４ ６ ３ 人となっており、令和 2年度から 5年度までの 4年間で 18名の方が成婚に至っております。 

答弁：令和 2年 3月に、令和 2年度から 9年度までを計画期間とする第 4次の基本計画である「こうのす男女共同

参画プラン」を策定し、現在の計画に沿って各施策を進めております。アの地域学校協働本部の取組については、

子どもたちが性別にとらわれず自己有用感を感じられる「場」を多く設定する取組、イの男女共同参画に配慮した

各講座の企画開設については、令和 5年度には「家族みんなが協力してくれる！ 時短が叶う冷蔵庫整理術」など

のセミナーの開催、ウの市職員によるセクハラ、パワハラに関する相談体制については、セクハラでは、相談員 9

名中 8名を女性中心とする相談体制としています。また、パワハラについては、職員課に苦情相談を受ける窓口を

設置しています。エの小中学校における好ましい人間関係づくりについては、男女のトラブルが起こる原因について

考え、男女が協力して楽しい学級生活にするための方法を考える授業等を行っています。 

藤村孝志後援会 

鴻巣市榎戸１ －４ －２ １  携帯電話：０ ９ ０ －８ ５ ８ １ －６ ０ ０ ７            討議資料     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


